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【分野別施策】
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基本施策１‐① 自然環境の保全・活用

現状
本市は、５９２．８２km２の広大な面積を有しており、標高は２００mから三本槍岳山頂の１，９１７m
まで約１，７００mの高低差があります。北西部山岳地帯の多くが日光国立公園＊に指定され、
平野部においても大小様々な河川、水路、湿地があり、広大な農地や美しい平地林が広が
り、変化に富む、豊かな自然環境があります。一方、本市は、近年においても人口や世帯
数が増加し、都市的土地利用も進んでおり、人と自然が共生する地域づくりを今後とも推
進する必要があります。

環境企画展開催状況 野生動植物種＊の調査・研究状況

※（ ）開催会場数

課題 目指すべき方向

市の環境保全に関する施策の体系的な推進 �１総合的かつ計画的な環境保全

市民の環境保全意識を高める取組の展開 �２環境保全意識の高揚

自然環境の重要な構成要素である野生動
植物種の絶滅の防止 �３健全な生態系の確保

基本施策 目標指標

市民満足度
基準値（平成２２年度）

５８点 UUPP!!
目標値（平成２８年度）

６３点
※市民満足度は、「満足している」１００点、「やや満足している」７５点、「どちらともいえない」５０点、
「やや不満である」２５点、「不満である」０点とした時の全回答者の平均得点

分野別施策の

項 目 内 容

①現状 当該基本施策を取り巻く現状です。

②課題 今後の対応が必要とされる課題です。

③目指すべき方向 課題を解決するための目指すべき方向性です。

④基本施策
目標指標

該当基本施策の５年間の達成状況を測る「ものさし」の１つとするため設定した指標で
す。全ての基本施策において市民の意識を表す指標「市民満足度」を設定し、その他に
当該基本施策の成果を数値で表す指標があるものは、その指標も併記しています。
【※市民満足度について】
市民満足度は、平成２２年度に実施した市民アンケート（第１編第２章第３節を参照。）
結果に基づき、前期基本計画の各基本施策について、「満足している」１００点、「やや満足
している」７５点、「どちらともいえない」５０点、「やや不満である」２５点、「不満である」
０点としたときの全回答者の平均得点を、平成２２年度時点の基準値としています。
市民の満足度が平均して「やや満足している」の７５点であれば、当該施策は概ね達成
できたもの考えられるため、本来であれば基準値が７５点未満の施策については目標値を
７５点と定めるべきところですが、現状の値から実現性を考慮し、５年間の目標値を「基
準値＋５点」と設定しました。また、平成２２年度時点において、アンケート結果がＤ領
域（満足度が低く、重要度が高い領域。第１編第２章第３節を参照。）であった基本施策
については、「基準値＋１０点」と設定しました。

～はじめにお読みください～

①

② ③

④

２３



具体的な施策

�‐１環境保全のための基本的な計画の策定およびその推進
「第１期環境基本計画＊」で掲げた市の環境保全
に関する各種施策を着実に推進するとともに、「第
２期環境基本計画」では、複雑化する環境問題に
よりきめ細やかに対応できる計画の策定に努める
一方で、基本計画で掲げた施策に対して、市民、
事業者、行政が協働で取り組むことができる体制
づくりを推進します。

�‐１環境学習の推進 �‐１希少野生動植物種の保護
市民の環境保全意識の高揚を図り、市の豊

かな自然環境を後世に継承するための啓発活
動の一環として、自然観察会や環境保全に関
するイベントなど、各種環境学習の機会の提
供に努めます。

市内に生息・生育する希少野生動植物種＊の
個体やその生息地・生育地の適切な保護に努
めます。また、今後とも市内に生息・生育す
る野生動植物種の実態調査に取り組む一方で、
その調査・研究成果については、「（仮称）那
須塩原市版レッドデータブック＊」としてまと
め、希少野生動植物種の保護に向けた普及啓
発に努めます。

■個別計画……第１期環境基本計画（平成２０年度～平成２８年度）

＊国立公園：日本の風景を代表するに足りる傑出した自然の風景地であって、自然公園法に基づき環境大臣が指定した地域を指
す。市管内の山岳部の一部（約２２０�）は、日光国立公園に指定されている。なお、国立公園内での各種行為については、許可又
は届出が必要となる。
＊種：生物分類の最も基本的な単位を示す。種より大きな分類の単位には、属、科、目、綱、門、界などがあり、小さな単位に
は亜種などがある。
＊研究会：野生動植物種の専門家で構成する「那須塩原市動植物調査研究会」を指す。市内における野生動植物種の生息・生育
状況等の調査・研究に取り組む、市の調査機関である。
＊環境基本計画：環境問題を解決するために、市民と事業者、市が一体となって進めていく環境に配慮した活動を示す指針で、
環境の保全と創造に関する目標や施策の方向性と、施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な項目を定めた計画。第２期
環境基本計画（平成２９年度～平成３８年度）を平成２７～２８年度の２ヵ年度の中で策定予定である。
＊希少野生動植物種：市内に生息・生育する野生動植物種で、その種の存続に支障を来す程度にその種の個体の数が著しく少な
いものなどで「那須塩原市希少野生動植物種の保護に関する条例」に基づき定めたものをいう。
＊レッドデータブック：絶滅のおそれのある野生生物について、種の絶滅の危険性を評価（ランク付）し、その現状等を解説し
た報告書である。環境省や都道府県では策定している。
＊生息地等保全協定区：「那須塩原市希少野生動植物種の保護に関する条例」に基づき、希少野生動植物種の個体の生息地・生育
地に係る土地の所有者等と市を当事者として、当該土地の適切な保全に関する協定を締結した区域をいう。

主要事業
第２期環境基本計画策定事業

（平成２７～２８年度）

目標値 環境基本計画

現状（平成２２年度） 目標（平成２８年度）

第１期計画
推進中

主要事業 環境企画展開催事業

目標値 来場者数

現状（平成２２年度） 目標（平成２８年度）

９，２００人
８，６０４人

主要事業
（新）希少野生動植物種保護
対策事業

目標値 生息地等保全協定区＊数

現状（平成２２年度） 目標（平成２８年度）

２５地区
０地区

第２期計画
策定完了
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ページ構成

項 目 内 容

⑤具体的な施策 目指すべき方向を実現させるために、市が取組む具体的な施策の名称とその内容です。
※名称に付番した番号の（ ）は対応する目指すべき方向の番号です。

⑥主要事業 具体的な施策を実現するために推進する事業の中から抽出した主要な事業です。（原則
１件ずつ）

⑦目標値 主要事業の達成状況を測る「ものさし」の１つとするため設定した指標です。

⑧個別計画 各基本施策に関連した主な個別計画とその計画期間です。

⑨用語解説 該当基本施策のページ内の分かりにくい用語の解説です。

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

２４




